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北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　８月　２９日（土）

司会　中野　円香　　　記録　赤坂　真吾
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　富秋様～感冒症状あり8/26（水）から麻黄附子細辛湯が臨時処方となっていましたが症状改善されている為、本日で飲み切り止めとなります。

・鈴木　茂子様～右足第１趾の爪囲炎について、8/27（木）の皮膚科診察にてサワシリン（抗菌剤）臨時処方となっていましたが、本日も疼痛の訴えあり改善見られない事から安ヶ平Dr.報告しサワシリン（抗菌剤）本日昼より2日分臨時で追加処方となっています。1日2回の足浴と軟膏処置（アズクロ・ガーゼ保護）を実施しています。改善が見られないようであれば、月曜日に主治医へ情報提供をしてください。

・滝澤　久江様～8/28（金）準夜帯より鼻汁、咳嗽、咽頭痛あり8/29（土）になっても症状続いている為、安ヶ平Dr.報告しPL（総合感冒剤）3日分臨時処方となっています。

・蛯名　勝幸様～8/29（土）～8/30（日）の予定で外泊へ行かれています。出棟時、外泊中の目標としてアルコールを断る、朝7:00に起きる事、また、草取りの手伝いと自分の車の洗車、ワックス掛けをしてくると話されています。

・坂本　秀男様～本日、ご家族（甥の妻）面会あり、小遣い\10,000受け取っています。

＜要注目患者様＞

・滝澤　久江様～上記のとおり、感冒症状続いており11:30　37.1℃と微熱見られています。手洗い、うがいの不十分さみられている為、声掛けだけではなく介入をしていくようにしましょう。

＜患者様ケアプラン立案＞

・十日市　利喜様～#１　時間、場所に合わせた服装ができない。

　　　　　　　　　目標　時間、場所に合わせ適切な服装ができる。

O-P

①服装の確認

　　　　　　　　　　・気温、室温、時間、場所に合わせた服装をしているか

　　　　　　　　　　・行事の際、スーツを着ていないか

T-P

①外出時に時間、場所に合った服装でないと判断した場合、介入

E-P

①本人へ自己評価してもらい、何故服装が合っていないか振り返っていただく

・吉田　富秋様～#1　標準体重より＋8㎏　腹囲＋5㎝であり肥満傾向である。

目標　体重－5㎏　腹囲－5㎝減らす事が出来る

達成期間　H21.11.30

O-P

①体重増減の観察

・増減に差があるか（前日比）

②間食量、水分摂取量

　　　　　　　　　　・摂取しすぎていないか

　　　　　　　　　　・他者から嗜好品をもらって摂取していないか

③精神状態

　　　　　　　　　　・ストレスを感じ、過食となっていないか

T-P

①毎朝体重測定

②月初めBMI計算と腹囲測定

③歩行運動（7:00、11:00）早足で

　　　　　　　　　　散歩（15:30～16:00）30分程度

　　　　　　　　　　雨天時→階段昇降20分

E-P

①体重が増えた際は間食量、水分摂取量、運動量の振り返りを行う。

②生活習慣病になり得ることを説明し、予防の目的を説明する。

③他者から嗜好品をもらっていたら、トラブルとなる事を説明。

・浅野　秀子様～#1　嗜好品、日用品の購入が激しく、金銭管理が不十分である。

　　　　　　　目標　１ヶ月２万円で生活する事ができる。

　　　　　　　達成　H21.12.31

O-P

①小遣いの使用状況

　　　　　　　　　　・使用用途（何に使用しているか）

・買い物の頻度（回/週）

　　　　　　　　　　・１回の買い物量（金額・内容）

②他者との嗜好品のやり取りの有無

・頻度

・程度

③本人の変化

・表情、口調、イライラの表出

T-P

①毎月第４金曜日、月の中旬の金曜日に小遣いを渡す（１万円ずつ）

②毎週木曜日に小遣い帳、残金の確認

③他者との嗜好品のやり取りについて確認

E-P

①月２万円で生活できるよう指導（Dr.との約束）

②他者との嗜好品のやり取りをしないよう指導（Dr.との約束）

③使用用途について話し合いをし、必要時介入

④購入量の多いものに対し、使用方法の確認をし必要時指導していく。

・菊地　明子様～#1　精神的不調を解消する手段が分からない

目標　自分の思いを話せる

達成期間　２ヶ月間

O-P

①表情、言動の観察

②日課、治療プログラム参加状況

③余暇時の過ごし方

・自室での過ごし方

・ホール、散歩、買い物（倉橋様と同行）

・他者との交流の仕方

T-P

①治療プログラムに集中出来ない事を話す

②倉橋様に散歩、買い物に誘われた時

　　　　　　　　　　・自ら、行く・行かない事を話すよう促す

　　　　　　　　　　・不調時、相手に自分の感情を話す

③臥床傾向多いとき

・ホールで過ごす様声掛け

・体調が悪い時、スタッフへ症状を話す

④自分の気持ちが苦しい時、スタッフへ話す

E-P

①１日１回本人と話す機会を持ち、心情を話す様訓練していく

②思っている事を相手に伝える事で信頼度が高くなる事を指導

③１日１０分コミュニケーション内で自己表現の練習

④自分の感情を素直に話す回数が増えたら評価

















































